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100 万語読破者における継続年数の効果	
	

 豊田高専	 西澤一、吉岡貴芳、市川裕理 

１.	背景	

2004 年度に６年継続（本科２年〜専攻科２年）の多読

授業を開始した豊田高専（電気・電子システム工学科）

では、全科共通科目「英語」における３単位（本科１

〜３年）と合わせて７年継続（のべ９単位）の長期継

続多読授業を実践している 1)（左図、2008 年度入学生

から）。	

	

	

	

２.	読書量による TOEIC 得点の上昇率	

多読授業初期受講生（2007 年度までに 100 万語以上を

読破した先駆者）では、総語数 100 万語以降における

TOEIC 得点上昇率は約 50 点／100 万語だった 2)が、近

年の受講生では（総語数 100 万語前後における）得点

上昇率が平均 139 点／100 万語と、初期の 2〜3 倍と高

くなってきている（右図）3)。	

	

３.英文レベルの影響	

得点上昇率が向上した主な要因は、受講生が（よりやさしい）英文をたくさん読むようになったからであ

る。英文レベルの高い（YL2.0 以上の）GR を早期に（50 万語以前に）頑張って読んだ真面目な学生が伸び

悩んだ事例も反省材料に、近年の受講生には、よりやさしい本をたくさん読むように指導している。	

例えば、6 名の専攻科生の読書記録から図書の英文レベルを分析したところ、得点上昇率が高かった 2 名

は、他の学生より初期 40 万語で YL1.2 未満のやさしい英文を大量に（15 万語以上）読んでいた 3)。また、

100 万語読破学生 30 名の読書履歴分析では、読書量 40〜100 万語で YL0.9〜1.4 の（やさしい）英文読書

量が多い学生は、このレベルの英文読書量が少ない学生より得点上昇率が高い傾向があり、平均的な学生

（YL0.9〜1.4 で 30〜50 冊、10 万語を読んだ）の得点上昇率は平均 144 点/100 万語であった 4)。これらの

結果から、本校の多読授業では多読 1,	2 年目（初期 40 万語）に YL1.2 未満のやさしい英文で 15 万語以

上を読む、また、100 万語まではレベル 1 の英文もたくさん読む等、よりやさしい英文をたくさん読む方

向に指導を変化させてきている。	

	

４.継続年数の影響	

その中で、得点上昇率に影響を与える（英文レベル以外の）因子として注目したのは、多読授業の継続年

数である。それは、多読授業の単位数増加とともに専攻科２年生（継続７年目）の TOEIC 平均点が順調に

上昇した一方、本科３年生（継続３年目）では単位数増加後も TOEIC 得点上昇が認められず、両者に大き
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な違いがあったからである 3)。当初は、350 点以下の低得点者の英語力を TOEIC では測定できない（測定

感度が低いと推定される）ことが主因と考えていた。本校学生の多くは読書量が 60 万語を超えないと

TOEIC350 点以上にならないため、本科３年生での TOEIC 得点上昇は難しいとの判断である。ところが、

50 名の専攻科生が（それぞれ複数回）受験した TOEIC 得点と受験時の読書語数データを、TOEIC 受験時の

多読継続年数で 3群（1.5〜3.5 年/4.0〜5.5 年/6.0〜7.0 年）に分け、読書量と TOEIC 得点の関係を調べ、

回帰直線から 100 万語読破時の TOEIC 平均得点を推定したところ、（読書量が同じでも）継続年数の長い

群の方が TOEIC 得点も高くなる（412 点/484 点/525 点）傾向が認められた 5)。	
	

そこで、在学中に 100 万語を読破し、100 万語前後で 3 回以上 TOEIC を受験した学生 103 名を多読継続年

数で 2群（5 年/7 年）に分け、読書語数に対する TOEIC 得点上昇率を比較した（下表）。尚、留学経験者、

外国人留学生、TOEIC 高得点者（3 年次に 500 点以上）は除外した。また、両群の総読書量は同じである。

A群（5 年継続）は、クラス内で読書量が上位 2割に入る多読に熱心な学生の集団で、年間読書ペースは

39 万語である。B 群（7 年継続）は専攻科に進んだ全学生で、年間読書ペースは 24 万語と普通である。	

 
(中央値 ± 標準偏差) A群（5年） B群（7年） 

学生数 70 (21%) 33 (100%) 

継続年数 (最終 TOEIC受験時) 3.74 ± 0.65 年 6.44 ± 0.67 年 

総読書量 (万語、最終 TOEIC受験時) 143 ± 81 140 ± 92 

読書ペース (万語 / 年) 38.6 ± 25.2 23.7 ± 15.1 

初期 TOEIC (本科 3年 10月) 385 ± 55 360 ± 49 

100万語読書時の推定 TOEIC * 384 ± 76 441 ± 61 

最終 TOEIC 475 ± 91 550 ± 66 

TOEIC得点上昇率* (平均：点 / 百万語) 124 (134) ± 78 166 (178) ± 91 

TOEIC 600に必要な読書量（万語） 274 196 
* 各学生の読書量と TOEIC得点の回帰直線から算出した 

B 群（7 年継続）の TOEIC 得点上昇率（平均 178）は、A 群（5 年継続）の平均 134 に比べて有意に高かっ

た（p < 0.01）。また、TOEIC 得点を（350 点から）600 点まで引き上げるために必要な累積読書量も A群の

（5 年で）274 万語に対し、B 群では（7 年で）196 万語と少なく、より現実的な目標となっている。	

ゆっくりペースで読んだ B群（7 年継続）の学生が、頑張って読んだ A群（5 年継続）の学生よりも TOEIC

得点上昇率が高くなった理由は明らかでなく、継続して調査している。	
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